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実習を受 ける こ とが望ま し い+ と し て い る . そし

て
,

現状 で ｢全国 の 救急救命士 の うち約 3 割が年

間平均 7 2 時間 の 病院実習を受 けて い る+ と記載

して い る . 新潟市で は
,
救急救命士が ほぼ常時週

に 1 名ずつ 常駐 する形 で病院実習を行 っ て い る

が
,

それ でも上記 の 基準に は届 か な い . また周辺

地域 ( 登栄市
,
巻潟東, 白根市, 東蒲原群広域, 港

上保安庁) の 救急救命士 の 研修も受け入 れて お

り
,

現在 の 形で は現実的に人数が 多すぎると い う

問題がある . 市町村合併による新潟市の広域化も

控えて おり
,

極めて深刻な問題 である . また実習

内容も, 仕 事を離れて の い わゆ る ｢ O ff t h e j o b

t r ai n i n g+ で
,

プ レ ホ ス ピ タ ル ケ ア に合鼓する と は

言 い が た い 面も多 い
.

上記の 解決策と し て は
, 救急隊が救命救急セ ン

タ ー か ら出動する形の ｢救急 ス テ
ー

シ ョ ン+ と し
,

日常業務 の 中で 医療機関 で 研修する形 が望 ま し

い . ま た成人 教育の 手 法を用 い た ｢ A C L S+ 千

｢ B T L S+ などの 教育 コ ー ス を行う の も有効と考え

られる .

5 事後検証，救急救命士以外の救急隊員の病院

実習に つ い て

（1）救急隊員の立場から

飯吉慎一

上越消防

上越消防に おける事後検証体制

月 2 回の 事後検証を実施 . 他隊 の 活動 の 反省及

び成果を全隊 で 共有 で き
, 医師による病態等説明

が 隊員 の 資質の 向上 に つ な が っ て い る が
,

搬 送

C P A す べ て を検証する為 マ ンネリ傾向にある .

C P A 以外の 特異症例 の 検証等を実施 し
,
医師に

よる レ ク チ ャ
ー をう ける等 マ ン ネリ対策 の検討が

必 要. 現在病院別 に 実施 し て い るが 1 箇所 で実施

し処置等 の 統
一

を図る .

救急救命士以外 の 救急隊員の 病院実習

3 病院 で輪番当番日 に 2 名で実施 . 開始 か ら 1 0

年 が経過 し ア ン ケ
ー

ト調査を実施 し た と こ ろ
,

7

割 が有益と 回答 し た が 3 割 が無益と 回答 . また
,

病院実習 で は修得出来 な い 手技 がある . 隊員 の 目

的意識 の 違い
,
受入病院側 で の理解度に差がある .

隊員の モ チ ベ ー シ ョ ン の 維持
,

実習 カ リ キ ュ ラ

ム の作成, 隊員別 の 実習計画 の 作成, 実習場所等

の 検討が必要. また
,

地域 M C を確立 し住民 の 理

解を得る必要がある .

（2）病院側の立場から
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Ⅰ . 実習 の 現状

①救命士以外の 救急隊員が
, 休日 の 救急当番 日

,

2 人づ つ 救急外来 で 8 : 3 0
-

1 7 : 0 0 ま で 実

習を行う .

②実習内容 1) 血圧
,

サチ エ レ ー シ ョ ン の測定

2) 酸素マ ス ク
,

ハ ー トモ ニ タ ー の

装着

3) ス ト レ ッ チ ャ
ー

や 車椅子患者

の 搬送

4) 患者 の 更衣 の 手伝 い

Ⅰ. 現状 の 問題点

①救命士
, 救急隊 の 職務範囲を知 らな い

.

②実習 の 目的や内容が明確にな っ て い な い .

③何を して い い か わか らず
,

立 っ て い る こ と が

多 い
.

④実習後
,
どうだ っ た か の 反応 がな い

.

* 実習以外の 点 で は
,

救急患者搬送時に地域
,

人
,
救急車 により差 がある

Ⅲ 今後 の 希望

①実習 目的と内容を明確 にする .

②実習は
,

救命士 一 人, 救急隊員
一 人の ペ ア で

お こ なう .

③救急車に は
,

救命士
一

人が乗れるよ うな体制

を作る .

④高規格車 の 台数を増や す.

⑤病院 へ の 情報連絡に 地域格差をなくす.


